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研究要旨  
背景：20 歳未満の喫煙・飲酒に関しては、健康日本 21 の第一次計画の頃より、中高生の喫煙・飲

酒をゼロにするという目標値が掲げられており、令和 6 年度から開始された健康日本 21（第三次）

においても、この目標に向けた取り組みが進められているところである。本研究では、健康日本 21
（第三次）における指標の評価および今後の施策による成果を適切にモニタリングができる設計の

もとに中高生の喫煙及び飲酒行動に関する全国調査を実施する。 
結果：健健康日本 21（第三次）の初年度となる令和 6 年度は、中間・最終評価における施策評価や

推移を比較検討するに値する項目を策定した。また、喫煙・飲酒との関連が指摘される生活習慣（食

事や睡眠、身体活動等）やメンタルヘルス等、併せてこれらの生活習慣に関連する環境的要因（社

会経済的背景、周囲の人間との関係等）を把握する。 
考察：これによって、指標の変化に寄与しうる要因の分析を可能とし、中高生の喫煙・飲酒行動の

実態把握のみならず、ライフコースアプローチに基づいた社会環境の整備を検討するための基礎資

料を得る。 
 
Ａ．研究目的 
中高生は、様々な生活習慣を獲得し、定着させ

る時期である。そのため、同時期における健康に

関連する生活習慣のモニタリングをすることは、

将来のわが国の健康対策を考えるうえで重要で

ある。 
特に喫煙・飲酒といった健康関連習慣は、発達

段階である脳機能の成長に長期的な影響を及ぼ

すとされ、若年での開始による依存症の増加や健

康被害が指摘されている。20 歳未満の喫煙・飲酒

に関しては、健康日本 21 の第一次計画の頃より、

中高生の喫煙・飲酒をゼロにするという目標値が

掲げられており、令和 6 年度から開始された健康

日本 21（第三次）においても、この目標に向けた

取り組みが進められている。 
また喫煙に関しては、たばこの規制に関する世

界保健機関枠組条約（FCTC）第 21 条において、

締約国には「報告及び情報の交換」が求められて

いる。この報告中にある、未成年者の喫煙状況（喫

煙率）の項目に関しても調査が必要である。自身

の喫煙の他、受動喫煙に関する項目等、全国的な

実態をモニタリングする調査が必要である。 
青少年の喫煙・飲酒行動についての全国調査は、

厚生労働科学研究による調査結果をデータソー

スとして、1996 年より 2023 年まで 14 回にわた

るモニタリングが行われてきた。本研究では、こ

れらの社会的な要請を考慮しながら、中高生の喫

煙・飲酒とその対策に向けた背景要因の検討に資

する調査項目を検討することを目的とした。 
 
 
Ｂ．研究方法 
喫煙・飲酒や生活習慣に関する項目の設定 

喫煙・飲酒や生活習慣に関する各項目は、「健

康日本 21（第三次）」における国民の健康指標の

評価・モニタリングを目的として、あらかじめ定

められた必須の調査項目に基づいて設定された

ものである。そのため、これらの項目は国の健康

施策の進捗管理および地域間比較のために重要

な指標と位置付けられている。 
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本研究では、これまでの健康日本 21 の指標に

関連した中高生の喫煙・飲酒の調査や、国際的な

調査を参照しつつ、項目の選定を進めた。また、

喫煙・飲酒に関する背景要因は多様な項目がある

が、その中でも、政策的な対策が検討しやすい事

柄を中心に調査項目を検討した。学校での調査で

あることや中高生が対象者であることなどから、

調査項目の表現や項目数などについても考慮し

た。これらの点を踏まえつつ、厚生労働省の担当

官との意見交換を繰り返しながら調査項目を確

定した。具体的な調査項目は以下のとおりである。 
飲酒にかかわる事項 1) 2) 
 飲酒頻度、飲酒の状況（誰と飲酒するか、どこ

で/どんな時に飲酒するか） 
 飲酒している友人 
 飲酒を勧められた経験 
 飲酒を目にする経験 
 飲酒による健康の影響の理解 
喫煙にかかわる事項 3) 
 喫煙経験、頻度（紙巻/加熱式/電子タバコ） 
 喫煙している友人 
 喫煙を勧められた経験 
 喫煙を目にする経験 
 喫煙による健康の影響の理解 
生活・メンタルヘルスにかかわる事項 4) 
 孤独感 
 抑うつ感情 
 レジリエンス（家族・友人・学校などコミュニ

ティへの参加、コミュニティにおけるサポー

ト等） 
 
喫煙・飲酒や生活習慣に関する分析計画 
 中高生の飲酒、喫煙の実態を把握し、健康日本

21 の指標となる記述統計をおこなう。中高生の

喫煙・飲酒のリスク要因との関連、メンタルヘル

スや環境要因との関連について分析をおこなう。

さらに、これまでの調査結果との推移、ライフ

コースアプローチに資する情報を整理する予定

である。 
 
（倫理面への配慮） 

本研究は、国立成育医療研究センターの倫理審

査委員会での承認を得ている。 

Ｃ．研究結果 
本研究は、研究期間が複数年（令和 8 年度まで）

にわたり、本年度はその研究計画初年度にあたる。

研究計画に基づき、調査項目を設定し、調査を実

施、37,677 人（調査に応諾が得られた想定生徒数

53480 人)からの回答を得ることができた。 
調査結果については、現在分析しているところ

であり、令和７年度以降に分析結果の報告を行う

予定である。 
  
 
Ｄ．考察 

Ｃ.同様、令和７年度以降に、調査・分析結果を

とりまとめて考察を行う予定である。 
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